
 

 第21回 

満月の夜開く けいはんな哲学カフェ「ゲーテの会」 
 

昔から祭りは満月の夜に開かれてきました。“けいはんな哲学カフェ「ゲーテの会」“は、そんな満月の夜に「文明の未来と

人類の幸福」について考える会です。高等研の庭にはゲーテの胸像があります。その視線は「フクシマ」のほうを見やり

つつ、近代文明の現状を憂いているかのようではありませんか。 

けいはんな学研都市の建設理念は、「従来の近代科学技術文明を乗り越え、新たな地球文明を創造するために、西欧が生

み出した文明の成果と自らに固有の東洋的文化を総合する」ことにあります。ゲーテの胸像はその理念のシンボルです。

今宵、ゲーテに立ち返りながら、近代科学文明のあり方を一緒に再考してみませんか。 

       （2013 年 8 月 21 日開催の発足会案内より抜粋） 
 

日 時：  2015 年4 月3 日（金）18：00～20：30 

場 所：  公益財団法人国際高等研究所 

  講 演：  未来社会をいかに拓くか－未来社会を担う新しい人間像を探る－（Part Ⅴ） 
 

菩薩の心 
講師： 北河原 公敬 先生 

 

【講演要旨】 

東北の大震災から 4 年が経ちました。震災から私たちは自然の猛威

を思い知らされましたとともに、これから私たちはどう生きていけ

ばいいのかということが問われています。この問いに答えるべくキ

ーワードとして菩薩の心を取り上げたく思っております。 

【講師略歴】 

1943 年生まれ。華厳宗大本山東大寺長老、東大寺総合文化センター

総長。国際ロータリー第 2650 地区 2014-15 年度ガバナー、関西ホ

ッケー協会副会長、関西桜友会（学習院同窓会）会長、財団法人大

和文華館理事。著書に、画集『修二会の風景』（版画：浦田周社、文：

北河原公敬、㈲レベル）、『CD ブック こころの法話⑧ 東大寺･北河

原公敬』（朝日新聞出版）、『蓮は泥の中で育ちながら泥に染まらない』

（講談社）、DVD『いのちを語る第 10 巻 北河原公敬(東大寺)×さ

だまさし』(ユーキャン／取扱：大仏奉賛会)などがある。 
 

参加費： 2,000 円（交流・懇談会費用を含む） 

定 員： 40 名（申し込みが定員を超えた場合は抽選） 

申 込： 「参加申込書」（裏面）によりお願いいたします 

締 切： 2015 年 3 月 25 日（水）必着 

U R L： http://www.iias.or.jp/public/goethe.html 

 

  

主催：公益財団法人国際高等研究所  協力：ゲーテ・インスティトゥート・ヴィラ鴨川 



参加申込書 

 

 下記に必要事項を記入して、FAX又は郵送でお申し込みください。 

 E-mail でのお申し込みの場合は、以下の内容を記載してお申し込みください。 

 なお、申込書記載の個人情報は、当会の開催ご案内等を行うために使用させていただきますが、

外部に公開することはございません。 

 

◆ お問い合わせ、お申し込み先 ◆ 

〒619-0225 京都府木津川市木津川台９丁目３番地 

公益財団法人国際高等研究所 事業部 

けいはんな「ゲーテの会」事務局 （担当：竹島） 

E-mail：goethe0828@iias.or.jp  FAX：0774-73-4005 

 

第 21回 満月の夜開く けいはんな哲学カフェ 「ゲーテの会」 

 2015年 4月 3日（金）開催 
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